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事務局ニュース 
《事務局業務日･時間》月曜日～金曜日(土日･祭日休業) 

午前 10:00～午後 3:00 

 

糖尿病講演会 

「後悔のない健康生活を 

～知って得する糖尿病の重症化予防～」 
 

 

どなたでもお気軽にご参加ください 
 

⚫ 日 時  令和 7年 10月 26 日（日） 

14：30～16：30（受付 14：00～） 

⚫ 場 所  高岡市ふれあい福祉センター 

1階 多目的ホール 

      高岡市博労本町 4-1 ☎0766-21-7888 

⚫ 内 容 

講演① 「ポスト 2025の糖尿病重症化予防」 

厚生連高岡病院 

糖尿病・内分泌代謝内科 

診療部長 島孝佑先生 
 

講演② 「簡単エクササイズで介護重症化予防しよう」 

厚生連高岡病院 リハビリテーション部 

理学療法士 糖尿病療養指導士 

林竜三先生 

⚫ 参加費  無料（事前申込制） 

⚫ 申込方法 

下記 URL または二次元コードからお申込みください 

https://shinsei.pref.toyama.lg.jp/ 

SksJuminWeb/EntryForm?id=foJbScdz 
 

⚫ 申込期限 10月 22日（水） 

 

臓器移植推進キャンペーンについて 
 

「グリーンリボンデー」の前日に、富山県移植推進財団との協働で、街頭キャンペーンを実施します 

ご協力いただける方は本会事務局へご連絡ください 
 

⚫ 日 時   令和 7年 10月 15 日（水）  午前 7時 45 分～8時 15分 （午前 7時 40分集合） 
 

⚫ 場 所   富山駅 新幹線中央改札口前 
 

⚫ 内 容   移植啓発に関するチラシの配布（30分程度）及びブース出展（パネル・ポスター展示） 
 

 臓器移植法が施行された 10月 16日を「グリーンリボンデー」として、家族や大切な人と「移植」のこと、

「いのち」のことを話し合い、お互いの臓器提供に関する意思を確認する日としています。 

 グリーンは移植医療のシンボルカラーです。 

富山県民ボランティア・NPO大会 

⚫ 日 時  令和 7年 10月 18 日（土） 

10：00～15：00 

⚫ 場 所  総曲輪グランドプラザ 
 

本会も大型ビジョン（PR 動画）、 

パネル展示で活動を紹介します。 
 

 

令和７年度第１回北越ブロック会議 
 

 8月 10日（日）、WEB会議にて開催され、本

会からは中村会長、大島副会長、坂田事務

局員が参加しました。会議では、「令和 7年度

の活動計画」、「組織強化活動」などについて

協議しました。北越各県の主な活動は以下の

通りで、今後の参考にしたいと考えています。 
 

【新潟県：秋季研修会】 

 高齢透析患者の増加に伴い専門家による

認知症の講演及び認知症にならないための

運動など、楽しく学べる講演を検討中 
 

【石川県：各透析施設訪問】 

 透析施設長・看護部長へ、非会員に腎友

会入会を勧めてもらうよう依頼 
 

【福井県：ピアカウンセリング】 

 患者同志の座談会の形式で、長期透析

者・移植者・合併症の治療経験者等を講師

とした勉強会 
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おやみ 

⚫ 宮 下  昭 殿 坂 東 病 院 享年 83歳 

⚫ 小 森  均 殿 黒部市民病院 享年 77歳 
 

謹んでご冥福をお祈り致します 

 

今後の予定 
 

⚫ 第 62回理事会 9/21 富山市総合社会福祉ｾﾝﾀｰ 

⚫ 臓器移植推進キャンペーン  10/16 富山駅南北自由通路 

⚫ 富山県民ボランティア･NPO 大会 10/18 総曲輪グランドプラザ 

⚫ 第 61回総会 10/19  サンフォルテ 

⚫ 糖尿病講演会 10/26 高岡市ふれあい福祉ｾﾝﾀ  ー

 

全腎協より 

年金改革法が成立するも障害年金見直しはほぼ手つかず 
 

 6 月 13 日、パートなどで働く人の厚生年金の適用拡大や、基礎年金の底上げ措置などを含む年金

制度改革関連法が、参議院本会議で可決・成立しました。 

 主な改正内容は、「社会保険の加入対象の拡大」、「在職老齢年金の見直し」、「遺族年金の見直

し」、「保険料や年金額の計算に使う賃金の上限の引き上げ」、「その他の見直し」です。 

 障害年金については限定的な見直しにとどまり、受給要件の一つ「保険料納付要件」のうち、「初診

日の前日において直近 1 年間に滞納がないこと」とする経過措置の期間が、10 年間延長されることの

みが盛り込まれました。 （参考 https://www.mhlw.go.jp/content/12500000/001510607.pdf） 
 

【主な改正内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◼ 附帯決議で「社会モデル」への言及も 

 しかし、法案の成立にあたり、衆議院・参議院の両院で採択された附帯決議では、障害等級の認定

について、「医学モデルのみならず社会モデルも踏まえ、機能障害のみならず日常生活の状況等を

把握した上で障害等級の認定を行うこと」と明記されました。 

 これは、これまでのように診断書の数値や機能障害のみで判断するのではなく、実際の生活のしづ

らさや社会的困難も考慮すべきだという方針を示したものです。 

（参考 https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001510678.pdf） 
 

◼ 長期透析者の移植後の認定改善へ期待 

 この附帯決議は、とりわけ長期透析を経て腎移植を受けた方々にとって大きな意味を持ちます。 

 腎機能の数値が改善しても、感染症などに罹り入退院を繰り返したり、重篤化して入院期間が長期

に及ぶことも少なくありません。しかし現行の認定基準では、数値が一定以上に回復すると障害年金

が支給停止となることが多く、生活実態が十分に反映されていない現状があります。 

 今後は、「社会モデル」に基づいた障害認定へと改善されることが期待されます。就労・通学・日常生

活の実情をふまえた判断がなされるよう、更なる制度の見直しが求められます。 

移植者懇談会 

・日 時  令和 7年 11月 30日（日）10～12時 

・場 所  富山市 まちなかサロン 

※詳細は事務局ニュース 10月号に開催します 

社会保険の
加入対象の拡大

中小企業の短時間労働者などが、厚生年金や健康保険に加入し、
年金の増額などのメリットを受けられるようにします。

在職老齢年金の
見直し

年金を受給しながら働く高齢者が、年金を減額されにくくなり、
より多く働けるようにします。

遺族年金の見直し
遺族厚生年金の男女差を解消します。
こどもが遺族基礎年金を受け取りやすくします。

保険料や年金額の
計算に使う賃金の
上限の引き上げ

一定以上の月収のある方に、賃金に応じた保険料を負担いただき、
現役時代の賃金に見合った年金を受け取りやすくします。

その他の見直し
こどもの加算などの見直し、脱退一時金の見直しを行います。
iDeCoに加入できる年齢の上限引上げなど私的年金の見直しを行います。


